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演習 刑事訴訟法 2023 年４月号参考文献 

一橋大学教授  緑 大輔 

＊学習者が比較的容易に手にとることができる文献を中心に掲げる（一部，やむを得ず論

文集等を掲げる場合がある）。 

１．職務質問の性質（職務質問全般） 

・川出敏裕『判例講座刑事訴訟法／捜査・証拠篇〔第 2 版〕』（立花書房，2021 年）24 頁以下。 

・宇藤崇ほか『刑事訴訟法〔第 2版〕』（有斐閣，2018 年）54頁以下。 

・池田公博=笹倉宏紀『刑事訴訟法』（有斐閣，2022 年）24 頁以下。 

・田淵浩二『基礎刑事訴訟法』（日本評論社，2022 年）28 頁以下。 

・吉開多一ほか『基本刑事訴訟法 II 論点理解編』（日本評論社，2021 年）50頁以下。 

・田宮裕=河上和雄編『大コンメンタール警察官職務執行法』（青林書院，1993 年）82頁

以下［河上和雄=渡辺咲子］。 

２．職務質問における停止措置 

・古江賴隆『事例演習刑事訴訟法〔第 3 版〕』（有斐閣，2021 年）34-41 頁。 

・松尾浩也『刑事訴訟の原理』（東京大学出版会，1974 年）163 頁以下。 

・渡辺修『職務質問の研究』（成文堂，1985 年）11-12頁。 

・光藤景皎『刑事訴訟法 I』（成文堂，2007 年）5-11 頁。 

・川出敏裕「行政警察活動と捜査」法教 259 号（2002 年）73 頁以下，76-77 頁(特に 77 頁)。 

・長沼範良ほか『演習刑事訴訟法』（有斐閣，2005 年）45-47 頁（特に 47頁）。 

3．職務質問に付随する所持品検査 

・酒巻匡『刑事訴訟法〔第 2版〕』（有斐閣，2020 年）45-46 頁。 

・川出敏裕・前掲『判例講座刑事訴訟法／捜査・証拠篇〔第 2版〕』47-50頁。 

・斎藤司『刑事訴訟法の思考プロセス』（日本評論社，2019 年）48-49頁。 

・大澤裕=辻裕教「ホテルの客室における職務質問とそれに付随する所持品検査」法教 308

号（2006 年）76 頁以下。 

４．条文の構造と規律の密度 

・笹倉宏紀「判批」行政判例百選 I〔第 8 版〕（2022 年）208-209 頁。 

・緑大輔『刑事訴訟法入門〔第 2版〕』（日本評論社，2017 年）37-38頁。 

ステップアップ 

強制採尿令状請求が，留置きの適法性の判断に影響するか否か（影響するならばどのよう

に影響するか）を意識して検討して欲しい。 

・東京高判平成 22・11・8 高刑集 63 巻 3 号 4頁。 

・札幌高判平成 26・12・18判タ 1416 号 129 頁。 

・東京高判平成 29・6・28 判時 2402 号 105 頁。 


